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研 究 実 績 表 

 

年 

 

度 

所報 

 

Ｎｏ 

分 野 研 究   テ   ー   マ 担当者 件数 

平 

成 

５ 

年 

度 

No.1 

燃 焼 耐火煉瓦の遮熱効果と低温加熱着火について 

小島 秀吉

工藤 潤二 

３ 

開 発 

高規格救急車（トライハート）における防振ストレ

ッチャー架台の防振性能評価について 

桜井 清明 

鑑 定 燃焼による灯油成分の変化について 橋上  勉 

平 

成 

６ 

年 

度 

No.2 

燃 焼 

バックドラフトに関する研究（その１） 小島 秀吉 

６ 

木炭の燃焼に伴う一酸化炭素の発生について 小島 秀吉 

開 発 

高規格救急車（トライハート）における防振ストレ

ッチャー架台のバネ選定について 

桜井 清明

伊藤  潤 

鑑 定 燃焼面積の違いによる灯油成分の変化について（その１） 橋上  勉 

情 報 

サリン［（ＣＨ
３
）２ＣＨＯ

２
ＰＦＣＨ

３
］の特性について 橋上  勉 

火災現場における有毒ガスの発生とその毒性について 桜井 清明 

平 

成 

７ 

年 

度 

No.3 

燃 焼 バックドラフトに関する研究（その２） 小島 秀吉 

５ 開 発 

防火衣の保温性能に関する実験結果について 伊藤  潤 

赤外線カメラの使用時に発生した特異現象について 伊藤  潤 

低温下における空気呼吸器の特性について 伊藤  潤 

鑑 定 燃焼面積の違いによる灯油成分の変化について（その２） 橋上  勉 

平 

成 

８ 

年 

度 

No.4 

燃 焼 

バックドラフトに関する研究（その３） 小島 秀吉 

９ 

タオル・ハンカチの除煙効果に関する実験研究 小島 秀吉 

粉じん爆発について 小島 秀吉 

開 発 

高規格救急車（トライハート）内における電子サイ

レン音等の騒音調査 

伊藤  潤 

アクリル樹脂について 伊藤  潤 

鑑 定 車両火災における原因考察について 橋上  勉 

情 報 

酸素欠乏について 橋上  勉 

都市ガス等の性質について 伊藤  潤 

航空燃料と化学熱傷について 橋上  勉 

平 

成 

９ 

年 

度 

No.5 

燃 焼 

硬質発砲ウレタンとＡＢＳ樹脂について 上田 孝志 

７ 

放水音・空気呼吸器警報音・レスクトーン警報音調査 菅原 法之 

バックドラフトに関する研究（その４） 小島 秀吉 

噴霧ノズルの角度について 菅原 法之 

噴霧注水による排煙効果について 小島 秀吉 

開 発 自動放水停止器具の開発について 橋上  勉 

鑑 定 過マンガン酸カリウムと酸及びアルコールについて 橋上  勉 

平 

成 

10 

年 

度 

No.6 

燃 焼 

空中消火の延焼阻止効果に関する研究 上田 孝志 

８ 

バックドラフトに関する研究（その５） 橋本 好弘 

市民等の消火体験訓練に使用する燃料の見直しについて 橋上  勉 

開 発 

無落雪型木造共同住宅における小屋裏感知器のあり

方に関する研究について（その１） 

橋本 好弘 

無落雪型木造共同住宅における小屋裏感知器のあり

方に関する研究について（その２） 

橋本 好弘 

鑑 定 灯油とガソリンの混合比の分析について 菅原 法之 

安 全 静電気に関する調査・研究について 橋上  勉 

情 報 放射性物質等に関する基礎知識 上田 孝志 

 

 



年 

 

度 

所報 

 

Ｎｏ 

分 野 研 究   テ   ー   マ 担当者 件数 

平 

成 

11 

年 

度 

 

No.7 

燃 焼 

バックドラフトに関する研究（その６）＜総括＞ 橋本 好弘 

８ 

噴霧注水による排煙効果に関する研究 橋本 好弘 

安 全 

静電気に関する調査・研究（その２） 

－静電気帯電量－ 

溜 真紀子 

静電気に関する調査・研究（その３） 

－静電気除去実験－ 

溜 真紀子 

濃煙熱気下における消防隊員の安全管理に関する研究 

－温度管理用示温材（サーモラベル）に着目して－ 

菅原 法之 

鑑 定 電気配線の過負荷電流について 菅原 法之 

情 報 

有珠山噴火に伴う火山性ガスについて 
花薗 一正 

熊撃退スプレーについて 

 －カプサイシンに着目して－ 

菅原 法之 

 

平 

成 

12 

年 

度 

 

No.8 

燃 焼 

バルコニー付近形状が噴出火炎性状に及ぼす影響 花薗 一正 

10 

寒冷地型建物燃焼時の温度分布・ガス濃度の研究 

－その１ 和室の測定結果－ 

橋本 好弘 

寒冷地型建物燃焼時の温度分布・ガス濃度の研究 

－その２ 洋室の温度、ＣＯ２、ＣＯ、Ｏ２結果 

橋本 好弘 

エアゾール缶・カセットボンベなどのついての調査・実験 橋本 好弘 

開 発 

高規格救急車のタイヤチェーン装着時などにおける

振動・騒音の調査研究 

橋本 好弘 

鑑 定 

災害現場における燃焼生成ガス等の危険性の把握とその対策に

関する研究 

溜 真紀子 

空間容積の違いによる一酸化炭素とシアン化水素の致死燃焼量 橋本 好弘 

安 全 

居室内におけるＬＰＧ漏洩時の滞留状況及び有効な

排出方法に関する研究 

菅原 法之 

情 報 

火災原因の各種再現実験及びビデオ化 橋本 好弘 

トリクロロシランについて 菅原 法之 

 

平 

成 

13 

年 

度 

 

No.9 

燃 焼 

爆風から受ける消防被服内部の衝撃及び温度に関する

実験的研究 

橋本 好弘 

10 

開 発 

降 雪 時 の 消 火 栓 除 雪 対 策 用 機 器 (遠 赤 外 線 面 状 発 熱

体)に関する研究 

菅原 法之 

高規格救急車の振動実験 橋本 好弘 

危険物施設内における返油システムに関する研究 菅原 法之 

鑑 定 

寒冷地型建物燃焼時における燃焼生成ガス等の測定

及び危険性の把握に関する研究 

溜 真紀子 

灯油及び軽油に含有しているガソリンの混合比による比較実験 溜 真紀子 

安 全 

冬道自己転倒の救急出動分析（その１ 全体の傾向） 橋本 好弘 

冬道自己転倒の救急出動分析（その２  すすきの地

区・気象との関係） 

橋本 好弘 

情 報 

米国アラスカ州フェアバンクス周辺での森林火災現地報告 橋本 好弘 

硫化水素について 菅原 法之 

 

 

 

 

 

 

 

 



年 

 

度 

所報 

 

Ｎｏ 

分 野 研 究   テ   ー   マ 担当者 件数 

平 

成 

14 

年 

度 

No.10 

燃 焼 

有風下における建物内部の燃焼状況変化について 橋本 好弘 

８ 

節水型消火薬剤(界面活性剤)の実験的研究結果 花薗 一正 

雷による森林の着火機構に関する実験 橋本 好弘 

開 発 

降 雪 時 の 消 火 栓 除 雪 対 策 用 機 器 (遠 赤 外 線 面 状 発 熱

体)に関する研究  

花薗 一正 

高規格救急車の振動実験 橋本 好弘 

危険物施設内における返油システムに関する研究 花薗 一正 

鑑 定 

鎮火後に残存している燃焼生成ガス 川瀬  信 

ＲＤＦ（ごみ固形燃料）の性状について 川瀬  信 

平 

成 

15 

年 

度 

 

No.11 

燃 焼 

危険物貯蔵タンク内を洗浄する鉱物油洗浄剤及び危

険物流出時に使用する油処理剤について 

澤田 勝美 

７ 

誤給油による灯油ストーブの異常燃焼実験 澤田 勝美 

鑑 定 

一般住宅等の収容物資材が燃焼する時に発生する粉

塵やガスについて 

川瀬  信 

建物火災鎮火後に残存する燃焼生成ガスと粉塵等の測定 

（中間報告） 

川瀬  信 

情 報 

クレゾールの性質について 川瀬  信 

塩素系洗剤の誤使用等による塩素ガス漏洩事故への

対策について 

川瀬  信 

硫酸ピッチと不正軽油について 川瀬  信 

平 

成 

16 

・ 

17 

年 

度 

No.12 

安 全 

消防隊員のＣＩＶＤ反応と体力指標の関連  橋本 好弘 

１１ 

メンタルヘルス対策に関する実態調査結果   橋本 好弘 

開 発 

スタティックロープ（ R.R.R.資機材）の強度等に関

する実験的研究 

五十嵐征爾 

鑑 定 

建物火災鎮圧後に残存する燃焼生成ガスと粉塵等の

測定（最終報告） 

川瀬  信 

情 報 

ガソリンに対する鉱物油洗浄剤及び油処理剤使用時の危険性 五十嵐征爾 

消防活動による石綿（アスベスト）の危険性について 川瀬  信 

消防職員のストレス傾向 橋本 好弘 

クロルピクリンとは 橋本 好弘 

酢酸タリウムの性質及び災害対策等について 五十嵐征爾 

水酸化ナトリウムの危険性について 川瀬  信 

喫煙と飲酒が高ストレス反応に及ぼす影響について 橋本 好弘 

 

 

 

 



 

年 

 

度 

所報 

 

Ｎｏ 

分 野 研 究   テ   ー   マ 担当者 件数 

平 

成 

18 

年 

度 

No.13 

燃 焼 

携帯用カセットガスボンベの破裂実験 中住  斉 

９ 

予防実務研修会における住宅用スプリンクラー設備

の実火災実験 

中住  斉 

大友 達哉 

鑑 定 

防塵・防毒マスクの一酸化炭素除去性能の確認実験

（中間報告） 

伊藤  武 

情 報 

放射性物質ラジウム２２６について  橋上  勉 

六価クロムの危険性  伊藤  武 

アセチレンガスの性質及び災害対策等について 五十嵐征爾 

ガス漏れ警戒現場における研究所の活動事例 伊藤  武 

質量分析装置（自動濃縮装置付ガスクロマトグラフ

質量分析装置）の概要 

伊藤  武 

平成18年度職員提案制度における秀賞受賞作品について 五十嵐征爾 

平 

成 

19 

年 

度 

No.14 

燃 焼 クラスＡ泡消火剤の消火効果の確認実験について 高橋  渉 

８ 

安 全 

有酸素運動・無酸素運動に関する実験 中住  斉 

筋活動に関する実験 中住  斉 

鑑 定 

防塵・防毒マスクの一酸化炭素除去性能の確認実験

（最終報告） 

菅原 法之 

情 報 

炎天下における駐車車両の温度測定について 高橋  渉 

硫化水素の発生除害について 高橋  渉 

高層建築物の排水溝等から硫化水素発生について 菅原 法之 

平成 19年度職員提案制度における優秀及び秀賞受賞

作品について 

吉永 直樹 

平 

成 

20 

年 

度 

No.15 

燃 焼 小規模区画内における木材クリブの燃焼実験について 中住  斉 

９ 

安 全 

消防活動における無酸素能力について 中住  斉 

消防活動時の送風による冷却効果について 中住  斉 

開 発 硫化水素除害装置の開発について 高橋  渉 

情 報 

硫化水素の発生除害について（その２） 高橋  渉 

水酸化ナトリウム（苛性ソーダ）による水素発生について 高橋  渉 

火災による天井裏設置の灯油用配管からの灯油漏えいについて 菅原 法之 

粉じん爆発について 菅原 法之 

平成20年度職員提案制度における秀賞受賞作品について 吉永 直樹 
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Ｎｏ 

分 野 研 究   テ   ー   マ 担当者 件数 

平 

成 

21 

年 

度 

No.16 

燃 焼 

新型消火剤（クラスＡ泡消火剤）の消火特性について 中住  斉 

１１ 

新型消火剤（クラスＡ泡消火剤）の耐凍結性能について 中住  斉 

開 発 

汎用ガス除害装置における粉塵除害性能の確認実験について 高橋  渉 

火災再現実験セットの開発について 吉永 直樹 

安 全 

マット型油吸着剤の吸着性能等に関する実験 

中住  斉 

浅野 悟朗 

現場用手袋の検証実験について 高橋  渉 

現場手袋素材耐油性確認実験 高橋  渉 

情 報 

一酸化炭素（ＣＯ）について 菅原 法之 

塩素ガスの発生と除害について 高橋  渉 

ワインセラーからのアンモニアガス漏れについて 高橋  渉 

平成21年度職員提案制度における秀賞受賞作品について 吉永 直樹 

平 

成 

22 

年 

度 

No.17 

燃 焼 

新型消火剤（クラスＡ泡消火剤）の消火特性につ

いて（その２） 

小島 秀吉 

９ 

水槽用ヒーターから出火した火災の原因調査と再

現実験について 

妹尾 博信 

吉永 直樹 

安 全 

ブロアー送風がドアの開放に及ぼす影響について 永尾 俊英 

流出油処理剤の性能に関する検証について 菅原 法之 

火災再現実験セットによる短絡及びトラッキング

時の電流測定実験について 

吉永 直樹 

情 報 

現場活動支援におけるクレゾール成分の検出について 小島 秀吉 

メタンガスが発生した現場における活動支援について 小島 秀吉 

家庭に潜む火災危険、意外と多い電気火災 

小島 秀吉 

合田  仁 

平成22年度職員提案制度における秀賞受賞作品について 吉永 直樹 
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